
私
の
青
春
と
大
陸
戦
争
体
験

昭
和
の
ひ
と
け
た
生
ま
れ
は
幼
年
時
代
か
ら
軍
国
主
義
教
育
で
あ
っ
た
。
満
州
事
変

か
ら
ニ
・
ニ
六
事
件
支
那
事
変
と
次
第
に
戦
争
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
行
っ
た
。

遂
に
十
六
年
十
二
月
八
日
、
五
国
を
相
手
に
第
二
次
世
界
大
戦
。
六
年
生
の
冬
の
朝

で
あ
っ
た
。
部
落
の
青
年
は
今
日
も
明
日
も
と
、

元
気
な
勇
姿
を
見
送
っ
た
日
々
が
続
く
。
私
も
時
が
呉
れ
ば
軍
隊
に
と
心
に
燃
い
た
時

代
で
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
春
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
募
集
に
志
願
し

て
、
満
州
は
日
本
の
第
二
の
祖
国
と
、
鳥
の
さ
え
ず
り
の
様
に
国
中
が
満
州
い
満
州
い

と
燃
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
満
州
は
又
話
題
の
世
界
で
も
あ
る
。
募
集
者
は
満
州
経

験
も
知
ら
ぬ
者
が
口
先
で
進
め
る
者
が
多
か
っ
た
様
に
思
う
。
現
実
に
内
地
で
の
話
と

は
別
世
界
の
広
野
で
あ
っ
た
が
、
冬
は
酷
冬
零
下
四
、
五
十
度
に
な
る
。
設
備
は
当
時

の
生
家
よ
り
も
悪
か
っ
た
。
十
四
、
五
オ
の
私
は
そ
れ
で
も
歩
哨
勤
務
は
二
十
四
時
間

寒
気
を
身
に
受
け
任
務
は
怠
り
は
し
な
か
っ
た
。
私
の
体
験
記
と
し
て
一
部
を
書
い
て

見
ま
し
た
。

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
へ
、
時
の
流
れ
と
国
策
と
も
知
ら
ず
満
州
移
民
の
一
員
と

し
て
真
剣
に
考
え
て
担
任
先
生
は
、
広
野
は
燃
え
る
若
者
を
待
っ
て
居
る
と
題
し
た
説

明
を
、
身
を
か
た
む
け
て
将
来
の
生
活
独
立
へ
の
第
一
歩
は
自
分
で
拓
か
な
け
れ
ば
と
、

十
五
オ
の
春
決
意
し
た
。
父
は
私
の
一
年
生
の
時
死
去
で
、
母
兄
共
相
談
せ
ず
、
仏
壇

の
引
出
し
よ
り
印
鑑
を
取
り
出
し
て
願
書
に
捺
印
し
て
担
任
先
生
に
提
出
し
た
。
後
で

一
日
に
二
、
三
名
位
出
征
し
て
行
く

先
生
が
自
宅
訪
問
さ
れ
て
始
め
て
知
っ
た
母
と
兄
は
声
を
つ
ま
ら
せ
、
何
か
先
生
と
話

合
っ
て
居
り
ま
し
た
。
説
得
の
様
で
し
た
。
私
の
決
意
に
は
変
り
が
な
か
っ
た
。
当
校

よ
り
三
名
募
集
に
応
募
し
た
が
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
私
一
人
と
な
り
、
郡
部
全
体
の
身

体
検
査
に
先
生
と
行
っ
た
時
は
や
は
り
心
細
か
っ
た
。
で
も
決
意
を
新
た
に
心
に
決
め

出
発
日
を
心
待
つ
。
同
級
生
は
送
別
会
を
、
母
は
日
の
丸
を
買
い
求
め
て
村
の
神
社
に

行
き
祈
願
印
を
し
て
来
た
。
十
八
年
三
月
十
八
日
駅
ホ
ー
ム
で
歓
呼
の
声
と
旗
の
波
に

送
ら
れ
て
青
森
県
庁
前
に
青
森
中
隊
と
し
て
二
七
五
名
集
合
。
十
九
日
午
前
、
青
森
駅

よ
り
待
望
の
内
原
訓
練
所
を
目
指
し
て
出
発
し
た
の
で
す
。

あ

つ

ば

た

の

入
所
翌
日
よ
り
朝
夕
の
行
事
に
礼
拝
が
あ
り
、
天
晴
れ
あ
な
面
白
、
あ
な
手
伸
し
、

さ

や

や

ま

と

ば

た

ら

き

ひ

ふ

み

あ
な
明
け
お
け
を
腹
の
底
か
ら
カ
一
杯
叫
ん
だ
。
そ
し
て
日
本
体
操
は
一
、
二
、
三
、

こ

も

も

ち

よ

ろ

じ

四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
一

0
0、
1
0
0
0、
1
0
0
0
0、
一
語
ず
つ

区
切
っ
た
古
神
道
理
論
笠
探
で
あ
る
。
次
に
綱
領
日
我
等
義
勇
軍
ハ
天
祖
ノ
宏
膜
ヲ
奉
ジ
心

ヲ
一
―
ー
シ
テ
追
進
シ
身
ヲ
満
州
建
国
ノ
聖
業
二
捧
ゲ
神
明
―
ー
誓
ツ
テ
天
皇
陛
下
ノ
大
御
心
ニ

副
ヒ
奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
日
我
等
義
勇
軍
ハ
身
ヲ
以
テ
一
徳
一
心
民
族
協
和
ノ
理
想
ヲ

実
践
シ
道
義
世
界
建
設
ノ
礎
石
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
是
れ
が
開
拓
精
神
に
燃
い
た
私
達

隊
員
一
心
の
叫
び
で
も
あ
っ
た
。
作
業
は
松
の
抜
根
軍
事
教
練
歩
哨
不
寝
番
と
片
手
に

鍬
を
片
手
に
銃
を
取
っ
て
練
磨
厳
し
い
日
課
と
規
律
を
身
に
付
け
る
ニ
カ
月
の
訓
練
で
ぺ
あ
ん

あ
っ
た
。
日
輪
兵
舎
と
別
れ
る
渡
満
日
も
決
っ
た
。
現
中
国
東
北
地
方
黒
龍
江
省
北
安

野

田

留

吉

＾ 
山
•
6
1歳
）
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一
、
ロ
ヲ
堅
ク
結
べ

一
、
雑
談
ヲ
止
メ
ヨ

一
、
火
ノ
用
心
ヲ
セ
ヨ

一
、
水
ヲ
粗
末
ニ
ス
ル
ナ

一
、
獨
リ
外
出
ス
ル
ナ

一
、
燈
火
ハ
外
二
洩
ラ
ス
ナ

一
、
農
具
モ
武
器
卜
心
得
ヨ

一
、
部
屋
ハ
ヨ
ク
整
理
セ
ヨ

一
、
武
器
ハ
大
切
―
ー
シ
手
入
レ
ヲ
怠
ル
ナ

一
、
歩
哨
ハ
任
務
ヲ
厳
重
―
ー
守
レ

び
ざ
ん

県
尾
山
訓
練
所
に
向
け
五
月
下
旬
日
輪
兵
舎
を
後
に
各
地
を
見
物
出
港
の
新
潟
開
拓
会

館
で
長
旅
の
疲
れ
を
取
り
新
潟
港
か
ら
婦
人
会
や
女
学
生
の
見
送
り
を
受
け
、
日
本
海

を
一
路
白
山
丸
で
現
北
朝
鮮
羅
津
港
を
目
指
し
て
航
海
待
望
の
大
陸
に
第
一
歩
を
踏
ん

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
手
牒
の
心
得
に
は

一
、
古
ノ
武
士
二
負
ル
ナ

一
、
生
命
ヲ
尊
ビ
死
ヲ
怖
ル
ナ

一
、
仲
良
ク
セ
ヨ

一
、
常
ニ
エ
夫
セ
ヨ

一
、
他
民
族
ヲ
敬
セ
ヨ

一
、
家
ヘ
ノ
便
リ
ヲ
鋏
か
す
な

一
、
他
人
二
親
切
—
ー
セ
ヨ

一
、
楽
ハ
人
二
譲
り
苦
ハ
己
二
引
受
ケ
ョ

一
、
規
律
ヲ
重
ン
ジ
命
令
二
服
セ

一
、
愚
痴
ヲ
言
フ
ナ

一
、
元
気
一
杯
デ
働
ケ

一
、
丈
夫
ノ
時
ハ
身
体
ヲ
鍛
練
セ
ヨ

一
、
病
気
ノ
時
ハ
医
者
ノ
言
フ
コ
ト
ヲ
守
レ

一
、
生
水
ヲ
飲
ム
ナ

一
、
毎
週
夜
具
類
ヲ
干
セ

以
上
の
心
得
は
満
州
生
活
と
団
体
生
活
の
私
達
に
良
い
教
訓
で
あ
り
ま
し
た
。
初
年

の
大
陸
は
真
夏
の
太
陽
の
下
で
水
筒
だ
け
で
は
物
足
り
ず
遂
に
生
水
を
呑
む
。
翌
日
よ

り
強
烈
な
下
痢
「
ア
ミ
バ
赤
痢
」
と
な
っ
た
。
又
冬
に
は
発
診
チ
フ
ス
と
病
と
の
た
た

か
い
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
二
年
三
年
と
暮
し
て
居
る
と
生
水
も
な
ん
ら
平
気
で
呑
む
。

苦
楽
の
平
和
な
訓
練
生
活
が
続
い
た
。
処
が
隊
員
か
ら
現
地
出
征
が
十
数
名
と
多
く
成

り
、
又
挺
身
隊
と
し
て
、
奉
天
に
一

0
0名
が
行
き
外
に
特
技
見
習
と
し
て
数
十
名
が

各
地
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
訓
練
所
内
残
留
者
は
一

0
0名
に
も
み
た
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
―
二

0
町
歩
の
畑
に
軍
事
教
練
に
頑
張
り
続
け
ま
し
た
。

八
月
九
日
午
后
、
三
機
の
戦
闘
機
が
飛
来
北
安
方
面
に
姿
が
消
え
た
。
私
達
六
名
は

煉
瓦
班
と
し
て
作
業
場
で
頑
張
っ
て
居
り
ま
し
た
ら
、
訓
練
所
よ
り
騎
馬
伝
令
が
来
て
、

九
日
午
前
三
時
ソ
連
と
戦
争
に
な
っ
た
。
黒
河
方
面
は
侵
入
交
戦
中
た
だ
ち
に
所
に
引

揚
げ
る
様
に
、
と
話
し
て
す
ぐ
小
興
安
嶺
で
炭
焼
を
し
て
居
る
隊
員
の
方
に
、
真
赤
な

夕
ぐ
れ
の
広
野
を
走
り
去
っ
た
。
早
速
道
具
の
整
理
整
頓
を
し
て
寝
具
を
背
に
所
内
に

戻
っ
た
処
、
皆
な
騒
然
と
し
て
各
自
の
荷
物
の
整
理
に
取
組
ん
で
居
り
、
お
い
十
一
日

に
出
動
す
る
様
だ
。
独
立
守
備
隊
よ
り
命
令
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
の
事
、
私
達
も
急
い

で
整
理
に
取
組
ん
だ
。
十
一
日
午
前
八
時
全
員
武
装
も
終
り
訓
練
所
を
跡
に
、
三
十
年

式
兵
銃
を
肩
に
約
二
十
討
の
武
装
で
目
的
地
龍
鎖
独
立
守
備
隊
に
五
時
間
の
強
行
軍
で

到
着
し
た
。
炊
事
班
は
食
事
の
準
備
に
、
警
備
班
は
早
速
警
備
に
付
い
た
。
夕
方
ま
で
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に
三
回
ソ
連
機
の
来
襲
と
共
に
機
銃
弾
が
あ
っ
た
。
全
員
無
事
で
あ
る
。
夕
方
か
ら
風

雨
が
強
く
な
っ
て
来
た
。
突
然
班
長
に
集
合
が
掛
か
り
満
十
八
オ
の
者
は
是
れ
か
ら
龍

鎖
着
の
貨
物
列
車
で
孫
呉
の
第
一
戦
に
出
発
す
る
、
残
っ
た
者
で
警
備
に
付
く
と
の
事
、

風
雨
の
夜
三
十
数
名
を
第
一
戦
に
送
っ
た
。
残
っ
た
者
は
若
年
の
十
七
才
未
満
、
淋
し

さ
も
無
く
警
備
に
は
萬
全
を
期
す
、
連
日
ソ
連
軍
の
機
銃
弾
を
浴
び
な
が
ら
…
…
…
。

八
月
十
五
日
全
員
広
場
に
集
合
の
命
令
と
共
に
皆
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
耳
を
か
た
む
け
た
。

さ
っ
ぱ
り
聞
き
取
れ
ぬ
。
後
で
中
隊
長
よ
り
敗
戦
と
な
っ
た
事
を
耳
に
し
た
。
ソ
連
軍

の
内
陸
進
行
と
共
に
私
達
は
一
応
小
興
安
嶺
に
移
動
が
決
り
、
龍
鎖
を
出
発
。
飛
行
場

内
を
行
軍
中
に
ソ
連
軍
機
の
銃
弾
を
浴
び
せ
ら
れ
た
け
ど
、
馬
一
頭
以
外
は
皆
無
事
で

あ
っ
た
。
再
度
行
軍
に
移
っ
た
。
出
発
し
て
三
時
間
風
雨
と
戦
い
目
的
地
へ
と
進
ん
だ
。

処
が
川
の
氾
ら
ん
で
行
く
手
を
さ
え
ぎ
ら
れ
、
満
人
部
落
で
休
憩
す
る
こ
と
約
一
時
間
。

伝
令
が
入
り
今
夜

0
時
龍
鎖
出
発
列
車
が
北
安
行
最
后
に
な
る
か
ら
退
後
せ
よ
と
の
事
。

又
降
り
止
ま
ぬ
風
雨
と
の
戦
い
、
三
時
間
の
強
行
軍
が
続
く
。
誰
も
が
頭
か
ら
足
ま
で

濡
れ
ね
ず
み
同
様
、
定
刻
ま
で
に
十
分
位
あ
っ
た
。
点
呼
后
列
車
に
乗
車
列
車
は
速
く

発
車
早
朝
の
北
安
に
到
着
し
た
。
北
安
街
は
黒
河
孫
呉
方
面
か
ら
の
避
難
民
で
一
杯
で

あ
る
。
私
達
に
警
備
と
派
廻
の
命
令
が
出
た
。
数
日
し
て
ソ
連
軍
の
北
安
街
侵
入
前
夜

武
装
解
除
が
深
夜
執
行
さ
れ
た
。
も
う
丸
裸
で
あ
る
。
昼
過
ぎ
た
頃
よ
り
中
国
人
に
依

る
暴
動
の
火
柱
が
上
が
っ
た
。
次
か
ら
次
へ
と
日
本
人
が
掠
奪
さ
れ
て
行
く
。
阿
修
羅

と
な
っ
て
終
っ
た
。
夕
方
私
達
の
附
近
ま
で
来
た
。
皆
で
数
少
な
い
棒
刀
に
銀
紙
を
巻

き
刀
に
見
せ
か
け
、
二
、
三
回
追
い
返
し
た
後
で
ソ
連
軍
が
自
動
小
銃
を
持
っ
て
、
数

百
名
の
襲
撃
を
受
け
る
は
め
に
な
っ
た
。
戦
争
の
終
末
は
生
地
獄
で
あ
っ
た
。
逃
げ
る

の
が
や
っ
と
で
あ
る
。
暴
動
の
去
っ
た
後
は
何
も
な
か
っ
た
様
な
静
け
さ
、
着
の
身
着

た
ま
ま
に
な
っ
て
終
っ
た
。
翌
朝
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
成
っ
た
。
一
列
に
道
路
に
並
ん
で

萬
オ
だ
。
服
装
検
査
が
始
っ
た
。
自
殺
用
と
し
て
各
自
五
発
の
銃
弾
を
持
っ
て
お
り
、

で
釈
放
さ
れ
、
再
度
黒
河
街
に
戻
り
、

次
か
ら
次
と
出
て
来
る
。
中
国
人
は
手
を
た
た
い
て
喜
ん
で
お
っ
た
姿
は
今
尚
浮
ん
で

来
る
。
検
査
が
終
っ
た
ら
萬
才
姿
で
連
行
だ
。
前
後
左
右
の
ソ
連
兵
は
自
動
小
銃
引
金

に
指
を
差
し
た
ま
ま
だ
。
点
在
す
る
ソ
連
軍
部
隊
を
通
り
抜
け
る
前
は
、
必
ら
ず
揮
一

本
裸
に
さ
れ
検
査
だ
。
三
度
四
度
と
続
く
。
手
を
下
げ
る
と
拳
銃
が
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず

ぼ
か
ん
と
来
る
。
一
日
中
振
り
廻
さ
れ
て
、
夕
方
北
安
飛
行
場
格
納
庫
に
収
容
さ
れ
、

捕
虜
生
活
に
入
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ご
ろ
寝
す
る
事
数
週
間
、
食
糧
は
カ
ン
パ
ン

二
、
三
十
個
で
毎
日
が
空
腹
で
あ
っ
た
。
ソ
国
ブ
ラ
ゴ
ウ
ェ
シ
チ
ュ
ン
ス
ク
収
容
所
に

移
動
さ
れ
た
時
は
、
寒
気
も
一
段
と
身
に
狭
っ
て
来
た
。
十
七
オ
の
私
達
は
十
日
餘
り

一
喜
一
憂
不
安
な
が
ら
ハ
ル
ビ
ン
を
経
由
一
気

に
新
京
迄
で
南
下
出
来
た
。
新
京
駅
ホ
ー
ム
は
掠
奪
が
多
く
、
一
般
開
拓
団
婦
女
子
の

列
車
が
到
着
す
る
と
、
猫
が
小
鳥
を
ね
ら
ふ
様
に
も
見
え
た
。
南
京
袋
に
身
を
包
ん
だ

避
難
民
を
、
此
れ
で
も
か
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
私
達
は
数
週
間
新
京
で
生
活
後
、
ソ

連
軍
の
好
意
に
依
り
更
に
南
下
し
て
西
安
炭
砿
に
移
っ
た
。
食
糧
事
情
が
良
い
か
ら
と

進
め
ら
れ
、
義
勇
隊
員
と
一
般
民
と
数
百
名
で
あ
っ
た
。
南
満
州
も
日
毎
に
季
節
風
が

身
に
し
み
る
。
群
馬
埼
玉
混
成
中
隊
と
生
活
を
共
に
す
る
。
坑
内
作
業
員
と
坑
外
員
と

別
れ
、
私
は
安
全
灯
掛
か
り
と
し
て
引
揚
げ
ま
で
勤
務
し
て
来
た
。
職
場
に
行
く
途
中

で
毎
日
投
石
や
泥
を
投
げ
付
け
ら
れ
、
日
本
に
早
く
帰
れ
と
叫
ば
れ
、
身
を
守
る
の
が

必
死
で
あ
っ
た
。
職
場
に
於
い
て
退
抗
し
て
来
る
坑
員
は
、
窓
口
で
バ
ン
ド
か
ら
ケ
ー

ス
を
外
し
て
私
達
に
投
げ
付
け
て
行
く
の
が
毎
日
で
あ
っ
た
。
主
任
の
季
さ
ん
に
は
本

当
に
世
話
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
或
日
職
場
か
ら
帰
っ
た
ら
、
此
れ
か
ら
西
安
街
駅
に

ソ
連
軍
の
使
役
に
と
言
わ
れ
、
各
砿
か
ら
数
百
名
動
員
さ
れ
、
徹
夜
で
ア
ン
ペ
ラ
の
山

か
ら
大
豆
の
袋
詰
貨
車
積
休
憩
も
交
替
も
無
く
夜
明
け
ま
で
ソ
連
軍
の
自
動
小
銃
の
前

で
働
い
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
で
ソ
連
軍
の
姿
は
消
え
、
八
路
軍
が
現
わ
れ
た
。
中
国
人

は
最
高
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
一
カ
月
餘
り
で
八
路
軍
と
中
央
軍
が
交
戦
、
私
達
は
腕
組
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し
か
っ
た
ね
。
此
の
体
験
が
今
日
ま
で
身
を
守
っ
て
来
た
様
で
あ
る
。

を
し
て
観
戦
し
た
。
八
路
軍
は
深
夜
撤
退
行
動
し
た
の
か
翌
日
か
ら
中
央
軍
の
姿
が
見

ら
れ
た
。
今
度
は
中
央
軍
の
使
役
が
始
ま
っ
た
。
列
車
の
武
装
鉄
板
張
り
、
ト
ー
チ
カ

造
り
と
毎
日
が
重
労
働
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
食
糧
は
十
分
腹
杯
食
べ
る
事
が
多
か
っ
た
。

誰
も
愚
痴
も
言
わ
ず
に
働
い
た
。
西
安
で
も
数
多
く
婦
女
子
と
隊
員
に
死
亡
者
が
出
始

め
て
来
た
。
時
に
は
二
人
一
組
に
し
て
ム
シ
ロ
に
巻
込
ん
で
埋
葬
す
る
事
も
多
か
っ
た
。

或
日
早
朝
大
変
な
事
に
成
っ
た
。
埋
葬
の
死
体
が
十
四
体
掘
り
出
さ
れ
、
衣
類
を
全
部

取
ら
れ
丸
裸
で
投
げ
出
さ
れ
て
居
る
で
は
な
い
か
。
暴
動
掠
奪
襲
撃
そ
し
て
又
、
死
後

に
此
の
悲
劇
同
胞
の
姿
を
見
て
、
本
当
に
敗
戦
国
民
の
悲
惨
を
な
お
さ
ら
痛
感
し
た
。

孫
呉
で
國
道
を
走
っ
て
来
る
ソ
連
戦
車
軍
に
深
夜
戦
車
肉
迫
攻
撃
で
戦
死
を
し
た
同
志

は
今
も
広
野
で
草
花
を
見
、
あ
の
地
で
望
郷
を
叫
ん
で
お
る
事
で
し
ょ
う
。
引
揚
げ
途

中
、
独
身
の
私
達
に
胡
慮
島
に
於
い
て
一
カ
月
餘
り
の
使
役
が
与
え
ら
れ
、
引
揚
船
か

ら
弾
薬
降
ろ
し
と
日
本
え
の
食
糧
高
梁
積
で
あ
っ
た
。
引
揚
船
の
来
る
間
に
野
積
の
弾

薬
を
貨
車
積
を
し
て
、
錦
西
に
行
っ
て
旧
陸
軍
建
屋
に
運
搬
備
尽
す
る
作
業
。
こ
の
時

程
身
に
体
験
し
た
苦
し
さ
が
今
も
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
。
弾
薬
一
箱
の
重
量
こ
そ
知

ら
ぬ
け
れ
ど
、
細
身
の
体
に
の
し
か
か
る
肩
の
皮
が
ち
ぎ
れ
、
血
は
流
れ
そ
れ
で
も
繰

返
し
の
毎
日
で
あ
る
。
若
さ
と
精
神
力
で
や
り
と
げ
た
と
思
ふ
、
中
央
軍
の
監
視
は
厳
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